
これからの治水対策

－川の中と川の外の治水対策を連動させる－－川の中と川の外の治水対策を連動させる－

流域治水の徹底

平成２１年９月２７日

滋賀県流域治水政策室長 西嶌照毅



滋賀県の周辺で発生した近年の水害滋賀県の周辺で発生した近年の水害
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1時間降水量50mm以上の降水の発生回数
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出典）国土交通省HP全国のアメダス地点約1300箇所の、１時間降水量の年間延べ発生件数

S51～60
平均209回

S61～H7
平均234回

H8～17
平均288回

S51～60
平均2.2回

S61～H7
平均2.2回

H8～17
平均4.7回

1時間雨量100mm以上の降水の発生回数

1時間雨量50mm以上の降水の発生回数

全国での集中豪雨の発生回数全国での集中豪雨の発生回数

年度

１．５倍１．５倍

２倍２倍



滋賀県の河川整備率の推移滋賀県の河川整備率の推移

■一級河川で10年確率の治水安全度を確保するには今後60年以上を必要
（残事業費6000億円/年間予算95億円（H9～H18の平均値）/年）

河川整備率50mm/ｈ
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※ほぼ１０年確率に相当

時間雨量50mm相当※以上の降雨に対応できる区間の延長

改修が必要な区間の延長
河川整備率＝ ×100

平成２０年度末 55.５%平成２０年度末 55.５%

なかなか
進まない

河川整備
！！



滋賀県の河川事業予算の変遷滋賀県の河川事業予算の変遷

補助・単独河川改良事業費・箇所数推移(平成９年からＨ２０年まで）
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単独河川改良事業費（百万円）

補助河川改修事業費（百万円）

補助・単独河川改良事業費推移（平成９年から平成２０年まで）

補助河川改
修事業費
H20/H9
＝３６．１％

単独河川改
良事業費
H20/H9
＝１３．１％

○補助＋単独
H20／H9＝24.8％

注：

単独河川改良事業とは、滋賀県が全額費
用を負担する事業です。

補助河川改修事業とは、国から一定率の
補助金を受ける事業です。

予算激減！予算激減！

平成２０年度予算＝昭和５２年度予算



これからの治水対策

一定規模の洪水を河道内で安全に流下させる（氾濫する頻度を減らす）

Ⅰ 人々の命を守る

Ⅱ 床上浸水のような壊滅的な被害を減らす

近年顕在化している課題
①異常気象（集中豪雨、超過洪水の頻発化）

②河川整備の限界（計画を越えた洪水、財政逼迫）
③地域コミュニティ脆弱化（水防組織、少子高齢化）
④水害意識低下（無関心、行政依存）

これまでの対策

これからの対策

最優先

流域治水の推進

これまでの治水対策 ＋ 自助・共助・公助（組み合わせ）

ハード対策とソフト対策を連携した減災対策を進める 流域治水

氾濫しても



河川区域

水害
防備林

霞堤
二線堤

輪中堤
嵩上げ

土地利用誘導

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

水害
防備林

霞堤
二線堤

輪中堤
嵩上げ

土地利用誘導

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

家の敷地を高くしたり、
周りを囲んだり、
すまい方の工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

道路を少し高くするなど、
あふれた水が住宅地に流れ
込まないようにする工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

川からあふれ出す
流れを弱める工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

水がたまりやすい場所に、
危険を知らないままで人が
住まないようにする工夫。

地区別避難計画の策定
などの地域防災力の向上

地区別避難計画の策定
などの地域防災力の向上

はん濫しても
人命を守り、被害を減らす施策

～川の外の対策～

はん濫しても
人命を守り、被害を減らす施策

～川の外の対策～

多様な主体で取り組む
流域貯留・浸透対策

多様な主体で取り組む
流域貯留・浸透対策

堤防を強くするための
さまざまな工夫

堤防を強くするための
さまざまな工夫

はん濫を出来るだけ
起こさせない施策
～川の中の対策～

はん濫を出来るだけ
起こさせない施策
～川の中の対策～

樹木伐採など適切
な維持管理

樹木伐採など適切
な維持管理

河川改修

流域治水のイメージ流域治水のイメージ

土地利用誘導規制
堤防強化

超過洪水対応（計画規模以上）超過洪水対応（計画規模以上）



河川の選択（Aランク、Tランク）
（１）国の補助事業を実施している河川の推進（Aランク）
（２）客観的に危険度の高い河川を優先的に実施（Aランク）
（３）決壊の危険箇所を堤防補強（Tランク）

１級河川 ３５本／５０６本
効率的な維持管理
（１）崩れたり壊れた護岸等、施設の補修
（２）住民と行政の協働による河川内の樹木伐採など

河川の選択と集中投資

〔ハード対策主体〕

優先順位をつけて河川整備を行う！優先順位をつけて河川整備を行う！

戦後最大または１０年確率規模

川の中の対策

多自然



連携と自助、共助

川の外の対策

〔ハード対策〕

霞堤、二線堤、輪中堤、遊水池、嵩上げ、水害防備林など
－河川、道路、都市計画、建築、開発など、県・市町・地域等との連携－

〔ソ フ ト対策〕

・水防・避難訓練、研修など

・水位・雨量情報等の迅速な伝達

・安全な土地利用、安全な住まい方の誘導・規制

・過去の水害体験、記憶等の伝承

・洪水ハザードマップ、出前講座など

－自助、共助、公助－



県の具体的な取り組み

１． 流域治水基本方針の策定

●流域治水検討委員会

・住民会議（公募） ・・・・H20
・行政部会（６市３町） ・・・・継続

・学識者部会（６委員） ・・・・継続

２．水害・土砂災害に強い地域づくり協議会

湖南、湖北、東近江の３地域（追加） ・・・・継続

３．水害に強い地域づくり計画の策定 ・・・・継続

４．啓発活動 ・・・・継続

ハザードマップ、ホームページ、県広報誌、シンポジウム

課外授業、出前講座、水害図上訓練、学会発表など

ソフト対策



住民会議

知恵を広める知恵を広める
（皆で伝え合う（皆で伝え合う

わかりやすい情報わかりやすい情報））

人をつくる人をつくる

（誰もが役割を果たす（誰もが役割を果たす））
組織をつくる組織をつくる

（地域は地域で守る）（地域は地域で守る）
仲間をつくる仲間をつくる

（社会と連携する）（社会と連携する）

水害は必ず起こるという覚悟をもって
その①安全な避難ができる地域づくり
その②防災組織が元気な地域づくり

その③先人の知恵と新しい情報を共有できる地域づくり
を目指します。

公助公助 に期待することに期待すること
①河川管理・氾濫原管理①河川管理・氾濫原管理 ②危機管理②危機管理 ③安全な地域づくり支援③安全な地域づくり支援

水害から命を守る地域づくり

－滋賀県民宣言－


